
横川中学校

創立記念講話

令和４年１２月５日



昭和２２（1947）年４月２８日 開校
◆開校当時は「河内郡横川村立横川中学校」
今の「横川中央小学校」の場所で，青年学校の教室を借り
て開校（８学級300名） ※第１期卒業生はわずか５７名

昭和２３年１２月５日 独立校舎として，現在の場所に竣工
この日を創立記念日と定めた。
◆昭和２９年に横川村が宇都宮市に編入し，
校名を「宇都宮市立横川中学校」としてスタート

今年は７５回目の創立記念日

「横川中学校」の歴史



昭和２２年 開校時
８学級 ３００人

昭和６３年 ピーク時
１８学級 ７２６人

令和４年 現在
２１学級 ６５３人

毎年少しずつ増えている状況



今年３月に卒業した生徒を入れて

１０，９２４人

の先輩が学んできた伝統ある学校



「創立記念誌」から学校の歴史をふりかえってみましょう・・・



昭和２２年開校当時の見取り図 （現在の横川中央小学校の場所です）

こちら側に横川中学校
が併設された。



創立当時の校舎 昭和23年12月5日
現在の場所に、古材を使って建てられた木造校舎でした。

下の方に白く写っているのは「砂田街道」
この時に，小指くらいの太さの桜の苗木を校庭南側に植えたそうです。
今では立派な大木になっていますね！

砂田街道



昭和２３年１０月「校舎新築記念」 玄関前にて（校舎建築に尽力された方々？） 当時の「門標」

戦後の貧しい時代，横川村中の各家から寄付を集めて校舎新築
にこぎつけたそうです。
それだけ，「子どもたちに教育を受けさせたい」という地域の
思いが強かったのでしょう。



上：昭和２３年１２月の落成の際に贈られたプレート
地区内の各自治会長さんと思われる方々のお名前が彫ら
れています。（玄関に飾ってあります）

横：木彫りの校標（門に付けてあったと思われます）
いつの時代のものかは不明です。
（校長室に飾ってあります）



「校章」について 「校章」の由来

◆校章は，開校と同時
の昭和２２年に作られ
た。美術や理科を担当
していた，中谷 定先
生がデザイン。

◆「横中」の文字を栃
の葉で囲んだのは，宇
都宮のみならず栃木県
の横川中という意味。
◆ふちどりの青は，
若々しさ・青春を表す。
◆文字の白は，純粋
さ・潔白さを表す。



作詞：岩崎良能 作曲：石井信夫

校歌制定：昭和２９（1954）年１２月５日 （創立から６年後）

作詞された岩崎良能氏は，第２代目の校長先生です。
作曲された石井信夫氏は，高校教師として宇都宮に
赴任し，合唱団や吹奏楽団を創立するなど，栃木県
の音楽活動に大きな功績を残した方のようです。



昭和３０年代のころ①

昭和３２（1957）年の校舎

砂田街道



昭和３０年代のころ②

授業の様子

運動会卒業式



校旗制定：昭和４０（1965）年３月２日 （創立から約17年後）



昭和４０年代のころ①

学校を南側から撮影。 校舎は木造１階平屋建てのままです。



昭和４０年代のころ②
昭和４５（1970）年

【体育館兼講堂】落成

※現在の部室のあたりに建てられました。



昭和４０年代のころ③ ～学校行事～

茶つみ
魚つり 写生会

臨海学校 マラソン大会



昭和５０年代のころ①

昭和５３（1978）年 新校舎の建設に着工

約３０年間使われてきた木造校舎とバトンタッチ間近です。

昭和５４（1979）年

鉄筋コンクリート３階立ての

南校舎が完成



昭和５０年代のころ②

昭和５５（1980）年１月 新校舎落成
この落成により，現在の校舎の原型（３階建て校舎２棟）が完成



「女子棒倒し」（昭和５４年） 「とびつく蛙」（昭和３１年） 「安来節（やすきぶし）」
（昭和５２年）

時代とともに変化した運動会（体育祭）
昭和４４（1969）年から「運動会」が「体育祭」に変わりました！
昔は，ユニークな種目があったようですね。



時代は「昭和」から「平成」へ 生徒数増加のピーク（726人）

◆東校庭の拡張（平成６年～８年）

この拡張工事によって，野球
部やサッカー部・陸上競技部
が，それぞれ交錯することな
く練習ができるようになりま
した。



創立５０周年記念 平成９（1997）年１２月５日

できたばかりの東校庭での記念撮影です。



創立６０周年記念 平成１９（2007）年１２月５日

この年の３月に新体育館が落成しました。

武道場は平成２０年３月に完成しました。



７５年間の学校の歩みを駆け足でご紹介しました。

「今日は学校の誕生日」だということを思い、

７５年間の歴史を感じながら校舎内外を観察してほしいと思います。

そして、

「地域の人たちの温かい心のおかげでできた
学校」ということに感謝しながら、大切に
使っていってほしいと思います。


